
献血構造改革の重点事項について  

1献血構造改革の方向  

（1）血液の消費に占める高齢者の割合が今後増大することから、供給において若年者層が安定   

的に需要を持続的に支えていく持続可能な血液の需給体制を構築していくこと。  

（2）需給の安定及び安全性の向上の観点から、複数回の献血者を確保していく需給体制を構築   

していくこと。  

2 構造改革の目標   

献血について、単に広く呼びかけるだけではなく、目標を定めて組織的な献血促進購櫛峠二切り  

替えていく（5年程度の達成目標L   

（1）若年層の献血者数の増加  

・10代、20代を献血者全体の40％まで上昇させる。（現状35％）   

（2）安定的な集団献血の確保  

・集団献血等に協力する企業数を倍増する。（現状23，890社）   

（3）複数回献血者の増加  

・複数回献血者を献血者全体の35％まで上昇させる。（現状27％）  

3 若年層の献血者対策   

従来からのライオンズクラブ等の献血ボランティアのご協力に加え、組織的に若牢者の献血体  

験の促進及び献血インセンティブの向上を目指す。  

（1）全国の若年者献血ボランティア組織、青少年のボランティア組織等との組織的な連携を  

構築し、献血の推進及び将来の献血者に対する普及啓発を積極的に行う。   

（2）若年者に受け入れられる献血キャラクターの開発及び媒体を活用した普及を図る。   

（3）若年者の献血体験の推進  

4 企業献血及び企業との連携  

企業献血の推進を図る。  

（1）献血協賛企業の検討  

（2）企業の集団献血の推進  

5 複数回献血対策  

複数回献血者の組織化及びサービス向上を図る。  

（1）登録献血者の血液不足時の組織的呼びかけ体制の構築  

（2）複数回献血者用事帳の作成等  

（3）複数回献血者向け健康管理に係る付加価値情報の提供  

（4）献血後健康被害に対する補償の周知・広報  

6 キャンペーン等   

血液の不足する秋口、年末から新年、新旧年度の変わり目等に定期的な献血推進キャンペーン  

を実施，   



献血推進本部における呼びかけの状況について（10月時点）  

1 献血の呼びかけの方策に関する主なスケジュール  

（1）厚生労働大臣による閣議での呼びかけ（4月8日）  （2）l卿月9日）  
（3）都道府県等献血推進担当課長会議（4月11日）  

（4）全国血液センター所長会議（4月14日）  

（5）厚生労働大臣及び著名人等lこよる街頭での献血の呼びカ、け  

（10月22日）  

2 若年者・集団献血  

（1）厚生労働省内の献血推進（4月18日、19日）  

（2）厚生労働大臣力、らの全国学生献血推進実行委員会への呼び力、け  

（6月5日）  

（3）日本経団連理事会での企業献血の協力要請（4月19日）  

（4）その他  

①学校等への献血推進について文部科学省への協力要請（7月8日）  

②中央官庁（内閣府、総務省、文部科学省等）における献血推進  

協力依頼（4月20日）  

3 適正使用の推進  

（1）学会・医師会等への適正使用の協力要請（適正使用に係る各種指  

針等の周知徹底、学会等における普及活動）（4月13日、21日）  

（2）地域における適正使用の推進策に係る通知（都道府県あて）  

（6月6日）  

（3）血液製剤の使用指針等の改定（9月6日）  

4 供給状況の把握   

在庫の危険水準設定と危険情報の提供方法、不足地域に対する融通等  

の対応方針について、厚生労働省、日本赤十字社の危機管理対応を作成・  

運用  

2   



献血推進本部設置要綱  

1．目 的   

血液製剤による変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vcJD）の伝播防止のための  

献血制限において、国民の医療に必要な血液製剤の供給に支障を来さないよう、関係部  

局の協力の下、献血の確保、血液製剤の適正使用等の対策の一層の推進を図る。  

2．構 成   

本部長 厚生労働大臣  

副本部長 本部長が指名する副大臣  

本部長が指名する政務官  

本部員 事務次官  

厚生労働審議官  

官房長  

総括審議官  

技術総括審議官  

医政局長  

健康局長  

医薬食品局長  

労働基準局長  

職業能力開発局長  

その他本部長が指名する者  

3．庶 務   

本部の庶務は、医薬食品局血液対策課において処理する。  

4．補 足   

本部の運営に関し必要な事項は、本部長が別に定める。  

5．設置日   

平成17年4月1日（金）   


































